
図-1 当初設計盛替え梁平面図 図-2 当初設計盛替え梁断面図 
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１．はじめに  

 地下構造物構築のために掘削時に設置した土留め支保工は，躯体構築に伴って撤去するが，躯体構造によっ

ては盛替え梁が必要な場合がある．当該工事では，当初設計より切梁撤去時にスラブ開口に盛替え梁を設置す

る計画であった（図-1）．ただし，盛替え梁撤去は躯体構築完了後となるため，狭い開口からの材料搬出が容

易でないことや他工事との競合等の問題点が発生する．本報文では，切梁の計測データによる撤去時反力の見

直しや本体構造の三次元効果を考慮することで盛替え梁を簡素化した事例について述べる． 

２．当初設計 

 当初設計は，B2F 構築後，スラブ開口に盛替え梁を設置して 2段梁を撤去する計画であった．当初設計の盛

替え梁の平面図，断面図を図-1，図-2に示す．また，盛替え梁の撤去ステップと盛替え梁を簡素化した場合の

ステップを図-3に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．問題点 

 当該工事の問題点として下記事項が考

えられた． 

・盛替え梁撤去時に設備工事と競合し

上下作業が発生する 

・撤去した盛替え梁の材料搬出は非常

に狭い開口からとなり，重量物の取

扱い等が容易ではなく日数も要する 

４．問題解決のための着目点  

 問題解決のために下記に着目した． 

①切梁軸力計測データよりシミュレー

ション・予測解析を実施し，盛替え

梁に作用する荷重が 1/2 以下と予測 

②本体構造が梁柱構造となっており，

三次元効果が期待できる形状である 
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図-3 盛替え梁撤去ステップ比較図 
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図-7 水平方向応力図 

５．改善策  

 問題解決の着目点よ

り，支保工撤去時の反力

を設計値の 50%と仮定す

るとともに，三次元解析

を行って側壁の梁・柱・

底版による拘束効果を

評価して側壁の断面力

を算出した．当初設計と

改善後の比較図を図-4

に示す．また，解析結果

を図-5～図-7に示す． 

 同一断面が連続する

ボックス構造では側壁

に鉛直方向の断面力し

か発生しないが，梁・柱

構造では鉛直・水平両方

向に断面力が発生する．

この効果を三次元解析

することにより，二方

向版としての側壁の断

面力を精度よく算出す

ることができた． 

 以上より，部分的な

鉄筋補強の追加で盛替

え梁を省略することが

可能となった． 

 盛替え梁を省略した

ことで，盛替え梁設置

工で 5日間，撤去工で 10 日間，合計 15 日間の工期を短縮すること

ができた．加えて，次工程の足場工や型枠工等の構築工でも盛替え

梁がないため，施工が分断されることなく円滑に進捗することがで

きた． 

 また，設備工事との競合による上下作業を回避したことで，安全

性の向上に寄与し，無事故で施工を進めることができた． 

６．おわりに 

 当該工事において，土留め支保工撤去時反力の見直しや本体構造の三次元効果を考慮することで構築工事に

おける盛替え梁を簡素化することができた。盛替え梁は一般に弾塑性解析から求まる盛替え梁の支点反力から

設計するが，今回のように部材剛性が大きい梁・柱構造では，盛替え梁に荷重が伝達される前に躯体が大部分

の荷重を負担するものと考えられる．盛替え梁の設計は，躯体の剛性も考慮しながら検討を行う必要があり，

今回の事例が今後の同種工事に参考になれば幸いである． 
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構造物 RC構造

設計基準強度
σck（N/mm

2） 24

弾性係数
Ｅc（kN/m

2） 2.5×107

ポアソン比
ν 0.2

柱下端 M = -5337.0 kN･m 
       S = 1151.5 kN 

壁下端 M = -262.2 kN･m 
       S = 60.9 kN 

5.4mm

壁支点 M = -478.7 kN･m 
       S = 618.2 kN 

壁支点 M = -885.2 kN･m 
       S = 700.3 kN 

壁中央 M = 250.9 kN･m 
       S = 0.0 kN 

図-5 変位図 図-6 鉛直方向応力図 

図-4 当初設計と改善後の比較図 
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